
5

4

ル
の
建
設
を
支
援
す
る
ほ
か
、
駅

前
市
有
地
で
は
、
民
間
事
業
者
に

よ
る
集
客
性
の
高
い
施
設
展
開
を

図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
道
と
き
わ
通
の
歩
道

の
高
質
化
を
図
り
、
快
適
で
魅
力

的
な
歩
行
空
間
を
創
出
し
ま
す
。

　

公
共
交
通
で
は
、
生
活
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
計
画
の
策
定
に
よ

り
、
バ
ス
路
線
再
編
等
の
検
討
を

進
め
る
と
と
も
に
、
デ
ザ
イ
ン
性

に
優
れ
た
市
電
停
留
場
の
整
備
を

行
う
な
ど
、
利
用
者
の
利
便
性
や

町
並
み
景
観
の
向
上
に
努
め
ま

す
。

　

上
水
道
で
は
、
小
水
力
発
電
設

備
の
整
備
を
進
め
る
ほ
か
、
北
海

道
か
ら
、
集
水
区
域
に
つ
い
て
、

保
全
地
域
の
指
定
を
受
け
、
水
資

源
の
保
全
に
努
め
ま
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
は
、
住
宅
用
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
支
援

を
継
続
実
施
す
る
と
と
も
に
、
海

洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の

可
能
性
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
ま

す
。

　

防
災
対
策
で
は
、
津
波
避
難
路

や
防
災
行
政
無
線
の
整
備
、
避
難

行
動
要
支
援
者
名
簿
の
作
成
に
取

り
組
む
ほ
か
、
自
主
防
災
活
動
を

担
う
人
材
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
多
目
的
船
に
つ

い
て
は
、
母
港
と
し
て
の
函
館
港

の
活
用
な
ど
に
つ
い
て
要
望
活
動

を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
大
規
模
建
築
物
の
耐

震
化
を
促
進
す
る
た
め
費
用
の
支

援
・
融
資
制
度
を
創
設
し
、
民
間

事
業
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
と
と

も
に
対
象
施
設
で
あ
る
市
民
会
館

の
耐
震
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

　

消
防
・
救
急
体
制
で
は
、「
東

消
防
署
日
ノ
浜
出
張
所
」
の
完
成

や
救
助
工
作
車
の
更
新
な
ど
、
体

制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

環
境
と
共
生
す
る

　
　

美
し
い
ま
ち

　

環
境
保
全
・
廃
棄
物
対
策
で
は
、

新
た
に
小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
に

取
り
組
む
ほ
か
、
今
後
の
一
般
廃

棄
物
の
処
理
に
関
す
る
施
策
を
推

進
す
る
た
め
、
新
た
な
一
般
廃
棄

物
処
理
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

魅
力
あ
る
景
観
の
形
成
で
は
中

心
市
街
地
の
ト
ー
タ
ル
デ
ザ
イ
ン

も
踏
ま
え
た
駅
前
通
な
ど
の
整
備

検
討
を
進
め
、
電
車
架
線
の
改
良

に
取
り
組
む
ほ
か
、
電
線
類
の
地

中
化
な
ど
の
早
期
整
備
を
促
進
し

ま
す
。

　

水
と
緑
の
空
間
で
は
、
湯
川
黒

松
林
や
旧
函
館
病
院
跡
地
内
の
緑

地
を
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ

る
よ
う
整
備
を
進
め
ま
す
。

活
力
に
あ
ふ
れ

　
　

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち

　

観
光
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
で
は
、

新
た
な
観
光
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
各
種
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

北
海
道
新
幹
線
開
業
に
向
け
た

集
中
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
観
光
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
、
函
館
ロ
ゴ

マ
ー
ク
活
用
の
促
進
な
ど
、
函
館

ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と
効
果
的
な
発

信
に
努
め
、
観
光
客
誘
致
に
向
け

た
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
五
稜

郭
築
造
150
年
記
念
事
業
の
ほ
か
、

冬
の
イ
ベ
ン
ト
の
検
討
に
取
り
組

む
な
ど
、
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
青
函
圏
観
光
都
市

会
議
」
で
の
都
市
間
連
携
に
よ
る

広
域
観
光
エ
リ
ア
の
形
成
な
ど
、

交
流
人
口
の
増
加
を
め
ざ
し
ま

す
。

　

農
業
で
は
、
収
益
性
の
高
い
薬

用
植
物
の
試
験
栽
培
研
究
や
酒
造

好
適
米
の
栽
培
の
奨
励
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

水
産
業
で
は
、
漁
港
や
漁
場
等

生
産
基
盤
の
拡
充
や
ウ
ニ
・
ア
ワ

ビ
等
の
資
源
増
大
対
策
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

中
小
企
業
の
振
興
で
は
、
青
函

１心豊かな人と文化をはぐくむまち
○《新》戸井西部総合センター整備事業費 1,890万円
○函館市公民館整備事業費 2億3,000万円
○《新》重要文化財旧函館区公会堂保存修理事業費 2,190万円
○史跡垣ノ島遺跡整備事業費（南茅部） 1,200万円
○函館アリーナ整備事業費 52億5,703万8千円
○函館フットボールパーク整備事業費 6億2,620万円
○スポーツ大会・合宿誘致推進事業費（誘致活動の強化） 390万円
○スポーツ合宿誘致補助金 150万円
○地域放課後児童健全育成事業費（47カ所） 2億5,151万5千円
○《新》学童保育施設整備事業費 2,566万円
○私立幼稚園就園奨励費（負担軽減の拡大） 3億5,620万2千円
○学力向上支援事業費（アフタースクールの拡充） 226万2千円
○学習活動推進費 2,924万6千円
○《新》ICT活用教育研究事業費 354万3千円
○中学生海外派遣事業関係経費（高陽市） 269万8千円
○義務教育施設整備費（校舎等耐震改修工事14校ほか） 9億5,209万8千円
○《新》学校給食基本方針推進事業費（「和食の日」を設定） 500万円
○《新》第二太陽の子幼稚園園舎改築事業費補助金 1,000万円
○特別支援教育支援員関係経費（50名） 4,222万5千円
○《新》青函ツインシティ提携25周年記念事業実行委員会負担金 200万円
○函館圏公立大学広域連合負担金 19億4,708万4千円
○ 国際水産・海洋都市構想推進費（国際水産・海洋総合研究センター管
理運営経費ほか） 1億5,865万5千円
○一般財団法人函館国際水産・海洋都市推進機構補助金 1,870万円

２共に支えあい健やかに暮らせるまち
○《新》福祉コミュニティエリア整備基本構想策定経費 1,200万円
○高齢者・障がい者にやさしい道づくり事業費 2,000万円
○子ども・子育て会議関係経費 75万円
○（仮称）子ども条例検討関係経費 64万円
○《新》子ども・子育て支援新制度移行準備経費 3,420万円
○子育て支援隊関係経費（H26.10～実施） 120万円
○子育て支援推進事業費 7,243万7千円
○子ども医療助成費 6億2,607万円
○《新》保育士等処遇改善臨時特例事業費 7,853万1千円
○《新》公立保育園民営化推進費 650万円
○《新》家族介護支援員関係経費 73万2千円
○点訳奉仕員等養成事業（《新》手話通訳者・要約筆記者養成事業）
 204万9千円
○《新》第52回北海道障害者スポーツ大会開催経費 300万円
○《新》臨時福祉給付金 10億6,647万7千円
○《新》子育て世帯臨時特例給付金 2億7,699万7千円
○《新》働く世代の女性支援のためのがん検診推進事業費 4,087万8千円
○《新》道南ドクターヘリ運航経費 3,853万6千円
○妊婦健康診査費（受診者負担の軽減） 1億2,658万2千円
○《新》特定感染症検査等事業（風しん抗体検査） 350万7千円

３快適で安らぎのある住み良いまち
○《新》市街地再開発ビル公共施設予定床取得費 6億1,800万円
○《新》市街地再開発ビル公共施設整備事業費 1,260万円
○《新》市民交流プラザ整備基本計画作成費 460万円
○《新》市道ときわ通歩道整備事業費 3,750万円
○大門キッズスタジアム運営経費 3,980万円
○電車停留場整備事業費（1カ所：五稜郭公園前） 9,500万円
○中心市街地出店促進事業費 690万円
○中心市街地活性化推進費（計画期間H25-H29） 412万2千円
○函館駅前若松地区市街地再開発事業費 2億6,120万円
○《新》函館本町地区優良建築物等整備事業費 2億2,860万円
○ヤングファミリー住まいりんぐ支援補助金 828万円
○市営住宅耐震改修事業費（1棟） 8,835万円

26年度予算の主な内容
《新》は新規事業

3［市政はこだて］平成26年3月
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市長　工藤　壽樹

は
じ
め
に

は
じ
め
に

　

私
は
、
長
ら
く
停
滞
を
続
け
て

い
る
函
館
の
「
明
日
を
変
え
る
」

た
め
、
経
済
の
再
生
、
財
政
の
再

建
を
最
優
先
の
課
題
と
し
、
中
心

市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
に
基
づ

い
た
事
業
や
交
流
人
口
を
拡
大
す

る
各
般
の
施
策
に
鋭
意
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

経
済
再
生
と
財
政
再
建
に
向
け

た
取
り
組
み
を
「
ホ
ッ
プ
」、「
ス

テ
ッ
プ
」、「
ジ
ャ
ン
プ
」
に
例
え
、

本
年
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に

加
速
さ
せ
る
「
ジ
ャ
ン
プ
の
年
」、

「
発
展
の
年
」
と
な
る
よ
う
、
全

力
で
市
政
運
営
に
臨
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

市
政
に
臨
む
基
本
姿
勢
と

　

重
点
目
標

　

2
年
後
に
迫
っ
た
北
海
道
新
幹

線
の
開
業
を
さ
ら
な
る
地
域
の
振

興
発
展
の
契
機
と
す
べ
く
、
各
般

の
施
策
に
取
り
組
み
、
様
々
な
分

野
に
お
い
て
他
地
域
と
の
連
携
・

交
流
の
拡
大
を
図
る
な
ど
、道
南
・

青
函
圏
も
含
め
た
圏
域
全
体
で
の

経
済
波
及
効
果
を
高
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
大
間
原
子
力
発
電
所
に

つ
い
て
は
、
私
た
ち
の
故
郷
が
、

日
々
の
暮
ら
し
が
失
わ
れ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
、
建
設
凍
結
に
向
け

た
訴
訟
を
提
起
い
た
し
ま
す
。

　

私
は
、
市
政
の
推
進
に
あ
た
り

●
函
館
再
生
へ
の
挑
戦

● 

新
し
い
魅
力
と
姿
が
見
え
る

　

ま
ち
づ
く
り

● 

過
去
に
と
ら
わ
れ
な
い
清
新
な

市
政
の
実
現

● 

市
民
と
苦
楽
を
共
に
す
る

　

市
役
所
づ
く
り

の
4
つ
の
考
え
方
を
基
本
と
し
、

さ
ら
に
重
点
目
標
と
し
て
、

●
函
館
の
経
済
を
再
生
す
る

●
函
館
市
の
財
政
を
再
建
す
る

●
日
本
一
の
福
祉
都
市
を
め
ざ
す

●
子
ど
も
た
ち
と
若
者
の
未
来
を

　

拓
く

●
市
民
が
誇
れ
る
美
し
い
ま
ち
を

　

つ
く
る

の
5
つ
を
掲
げ
、
市
民
の
皆
様
と

力
を
あ
わ
せ
、
函
館
再
生
の
た
め

に
戦
う
市
長
と
し
て
「
活
気
に
満

ち
て
、
だ
れ
も
が
幸
せ
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
・
函
館
」
の
実
現
を
引
き

続
き
め
ざ
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

主
要
施
策
の
推
進

主
要
施
策
の
推
進

　
「
函
館
市
基
本
構
想
」
に
基
づ

き
、
次
の
5
項
目
を
基
本
と
し
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

心
豊
か
な
人
と
文
化
を

　
　

は
ぐ
く
む
ま
ち

　

生
涯
学
習
で
は
、
函
館
市
公
民

館
改
修
工
事
の
実
施
や
「
戸
井
西

部
総
合
セ
ン
タ
ー
」
の
実
施
設
計

に
着
手
す
る
ほ
か
、
亀
田
地
区
の

社
会
教
育
施
設
等
の
統
合
・
整
備

に
つ
い
て
検
討
し
、
文
化
芸
術
で

は
、
重
要
文
化
財
旧
函
館
区
公
会

堂
の
耐
震
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、
函
館
ア
リ
ー
ナ
や
函
館

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
の
整
備
を

進
め
、
各
種
大
会
な
ど
の
誘
致
拡

大
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

都
市
間
交
流
で
は
、
青
函
ツ
イ

ン
シ
テ
ィ
提
携
25
周
年
を
記
念

し
、
青
森
・
函
館
両
市
に
お
い
て
、

各
種
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

学
校
給
食
で
は
、「
学
校
給
食

基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、
地
産
地

消
を
進
め
、
和
食
給
食
の
推
進
な

ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
校
の
再
編
統
合
方

針
に
よ
る
校
舎
の
新
築
や
改
修
の

設
計
に
着
手
す
る
ほ
か
、
校
舎
等

の
耐
震
化
で
は
、
診
断
結
果
を
踏

ま
え
引
き
続
き
改
修
を
行
い
ま
す
。

　

高
等
教
育
の
充
実
で
は
、
引
き

続
き
医
学
部
の
誘
致
に
向
け
た
情

報
収
集
に
努
め
ま
す
。

　
「
函
館
国
際
水
産
・
海
洋
都
市
構

想
」
に
つ
い
て
は
、6
月
供
用
開

始
の
「
函
館
市
国
際
水
産
・
海
洋

総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
構
想
推

進
の
中
核
施
設
と
し
て
、
学
術
研

究
拠
点
都
市
の
形
成
を
め
ざ
し
た

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

共
に
支
え
あ
い

　
　

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

　

地
域
福
祉
で
は
、
日
吉
4
丁
目

団
地
跡
地
に
お
け
る
「
福
祉
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ
リ
ア
」
の
整
備
基

本
構
想
を
策
定
し
ま
す
。

　

児
童
福
祉
で
は
、「
子
育
て
支

援
隊
」
を
創
設
す
る
ほ
か
、
尾
札

部
・
臼
尻
保
育
園
の
統
合
民
営
化

へ
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、「
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」

か
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、
支
援
事

業
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

「（
仮
称
）
子
ど
も
条
例
」
の
制
定

に
向
け
た
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
で
は
、
高
齢
者
福

祉
や
介
護
事
業
に
お
け
る
次
期
計

画
を
策
定
す
る
ほ
か
、
市
民
後
見

人
の
養
成
に
努
め
ま
す
。　

　

介
護
保
険
事
業
で
は
、
在
宅
介

護
し
て
い
る
家
族
の
負
担
軽
減
の

た
め
、「
家
族
介
護
支
援
員
」
に

よ
る
支
援
活
動
を
展
開
し
、
介
護

者
で
あ
る
こ
と
を
周
知
す
る
介
護

マ
ー
ク
の
作
成
配
付
や
、
高
齢
者

に
よ
る
「
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ポ
イ
ン
ト
事
業
」の
開
始
な
ど
、

多
様
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
と

円
滑
な
運
営
に
努
め
ま
す
。　

　

障
が
い
者
福
祉
で
は
、
新
た
な

計
画
を
策
定
す
る
ほ
か
、
手
話
通

訳
者
養
成
講
座
の
受
講
者
等
を
支

援
し
ま
す
。

　

低
所
得
者
援
護
対
策
で
は
、
就

労
等
意
欲
喚
起
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業

を
実
施
し
、
自
立
支
援
に
努
め
る

ほ
か
、
生
活
保
護
の
適
正
な
運
営

を
図
る
た
め
、
不
正
受
給
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
を
設
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
消
費
税
増
税
に
伴
い
、

国
が
創
設
し
た
臨
時
福
祉
給
付
金

な
ど
の
支
給
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
で
は
、
妊
婦
健
康

診
査
の
受
診
者
負
担
の
軽
減
を
図

り
、
医
療
環
境
で
は
、
道
南
圏
に

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
導
入
し
、
救
急

医
療
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

快
適
で
安
ら
ぎ
の
あ
る

　
　

 

住
み
良
い
ま
ち

　

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
向

け
、
函
館
駅
前
地
区
で
は
「
は
こ

だ
て
お
も
し
ろ
館
」
と
「
子
育
て

世
代
活
動
支
援
プ
ラ
ザ
」、
本
町

地
区
で
は
「
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
」

の
整
備
に
取
り
組
み
、
各
複
合
ビ

26
年
度
市
政
執
行
方
針

工
藤
市
長
は
、
第
1
回
函
館
市

議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
26
年
度

の
市
政
執
行
に
あ
た
り
、
そ
の
所

信
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

（
要
約
を
掲
載
し
ま
す
）

26
年
度
市
政
執
行
方
針

「
活
気
に
満
ち
て
、だ
れ
も
が

「
活
気
に
満
ち
て
、だ
れ
も
が

幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
・
函
館
」

幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
・
函
館
」

を
め
ざ
し
て

を
め
ざ
し
て

2 平成26年3月［市政はこだて］
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○《新》市営住宅耐震診断事業費（5棟） 1,731万円
○住宅リフォーム補助金（耐震化・バリアフリー化・断熱化） 1,500万円
○住宅用太陽光発電システム設置費補助金 1,350万円
○海洋再生可能エネルギー利用開発推進費 300万円
○道路橋梁新設改良費 18億615万円
○《新》地域公共交通調査事業費 400万円
○交通事業建設改良費 4億1,008万円
○上水道整備事業費 17億8,360万6千円
○河川改修事業費 3億6,490万円
○排水路整備事業費 1億1,720万円
○ 防災対策経費（津波防災対策経費、防災行政無線整備費、《新》避難行
動要支援者名簿システム経費ほか） 3億2,167万7千円
○《新》特定建築物耐震化支援事業費 9億4,319万3千円
○《新》市民会館耐震診断調査費 1,430万円
○東消防署日ノ浜出張所庁舎整備事業費 5億6,910万円
○街路灯設置費補助金 7,565万7千円
○街路灯電灯料補助金 8,719万3千円

４環境と共生する美しいまち
○《新》新廃棄物処理システム構築関係経費 272万8千円
○《新》小型家電リサイクル実施経費 50万円
○下水道整備事業費 10億3,998万8千円
○生活排水対策費 2,448万5千円
○駅前環境美化推進事業費 1,000万円
○公園等整備費 2億2,640万円

５活力にあふれにぎわいのあるまち
○《新》函館～大阪線利用促進プロモーション経費 200万円
○《新》ﾀｲ・ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ旅行関係会社招へい事業実施経費 297万4千円
○《新》五稜郭築造150年祭開催補助金 600万円
○薬用植物試験栽培研究費 230万円
○農作物集出荷貯蔵施設整備事業費補助金 1,166万6千円
○コントラクター組織創出・推進支援事業費補助金 338万3千円
○市有林整備費 3,750万2千円
○沿岸漁業構造改善対策事業費補助金 8,540万4千円
○ 中小企業金融対策費（《新》青函地域活性化資金の創設、新規融資枠
4億円） 70億8,336万5千円
○函館市アンテナショップ運営経費 268万2千円
○(仮称)函館観光物産館開設検討調査費 30万円
○函館スイーツ販路拡大推進事業費 116万1千円
○函館うまいものまつり開催負担金 150万円
○元気いっぱい商店街等支援交付金 3,730万円
○海外展示商談会参加経費 297万6千円
○《新》北海道国際輸送プラットホーム推進経費 40万円
○《新》タイ物産展参加経費 200万円
○《新》創業支援事業負担金 1,000万円
○デザイン産業推進事業費 480万円
○地域資源ビジネスマッチング事業費 230万円
○《新》ものづくり広域連携推進事業費 180万円
○ジョブカフェ・ジョブサロン函館運営経費 493万3千円
○北海道新幹線開業対策費（《新》開業記念イベント開催事業費ほか）
 3,351万3千円
○街路整備事業費 8億3,440万円
○《新》港湾計画変更等経費 6,000万円
○港湾施設整備費 15億2,000万円
○函館港利用促進関係経費 2,226万8千円
○函館空港整備事業費負担金（用地造成（耐震対策）、誘導路改良など）
 9,792万3千円

６主要施策の推進のために
○市民協働モデル事業補助金 135万7千円
○町会交付金 6,967万7千円
○町会会館建設費補助金（8館） 1,322万5千円
○地域パワーアップ事業関係経費（椴法華） 50万円
○地方選挙準備費（北海道知事・道議、函館市長・市議） 8,235万9千円

両
地
域
の
特
産
品
を
活
用
し
た
商

品
開
発
な
ど
を
促
進
す
る
「
青
函

地
域
活
性
化
資
金
」
を
創
設
す
る

な
ど
、
経
営
基
盤
の
強
化
や
生
産

性
の
向
上
を
支
援
し
ま
す
。

　

工
業
で
は
、
広
域
的
な
企
業
連

携
に
取
り
組
む
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業

を
新
た
に
展
開
し
、
本
市
の
「
も

の
づ
く
り
」
技
術
の
ア
ピ
ー
ル
に

努
め
、
地
元
製
造
業
の
ビ
ジ
ネ
ス

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
を
促
進
し

ま
す
。

　

商
業
で
は
、
函
館
ス
イ
ー
ツ
の

販
路
拡
大
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
海
外
で
開
催
さ
れ
る
食
品
展

示
商
談
会
へ
の
参
加
企
業
を
支
援

し
、
地
域
の
特
産
品
を
国
内
外
に

広
く
発
信
し
ま
す
。

　

新
産
業
の
創
出
で
は
、
市
と
函

館
地
域
産
業
振
興
財
団
の
連
携
を

強
化
し
、
創
業
予
定
者
へ
の
支
援

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

北
海
道
新
幹
線
に
つ
い
て
は
、

そ
の
開
業
効
果
を
地
域
の
振
興
・

発
展
に
繋
げ
る
た
め
、
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
す

る
ほ
か
、
二
次
交
通
の
充
実
や
啓

発
活
動
な
ど
、
各
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
様
々
な
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
第
三
セ
ク
タ
ー
鉄
道
会

社
の
設
立
に
向
け
、
安
全
性
の
確

保
な
ど
を
国
や
J
R
北
海
道
に
要

請
す
る
と
と
も
に
、
新
函
館
開
業

後
の
現
駅
と
の
鉄
道
ア
ク
セ
ス
に

つ
い
て
も
利
便
性
等
に
優
れ
た
列

車
運
行
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
関
係

機
関
と
協
議
を
進
め
ま
す
。

　

高
速
道
路
で
は
、
北
海
道
縦
貫

自
動
車
道
や
新
年
度
に
一
部
供
用

開
始
予
定
の
新
外
環
状
道
路
な
ど

の
早
期
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

　

函
館
港
で
は
、
新
年
度
に
一
部

供
用
さ
れ
る
弁
天
地
区
の
岸
壁
や

北
ふ
頭
地
区
の
フ
ェ
リ
ー
ふ
頭
の

整
備
等
を
引
き
続
き
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
大
型
旅
客
船
の
誘
致
な

ど
、
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
の
充
実
を

図
る
ほ
か
、
若
松
地
区
旅
客
船
ふ

頭
の
整
備
に
向
け
た
港
湾
計
画
の

変
更
や
国
へ
の
要
望
活
動
に
取
り

組
み
ま
す
。

主
要
施
策
の

　
　

推
進
の
た
め
に

　

主
要
施
策
推
進
の
た
め
、
次
の

4
点
を
重
要
な
視
点
と
し
て
取
り

組
み
ま
す
。

　

1
点
目
の
「
市
民
参
画
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
」
で
は
、
N
P
O
法

人
へ
の
寄
附
金
が
税
額
控
除
の
対

象
と
な
る
条
例
の
制
定
に
向
け
、

取
り
組
み
を
進
め
る
ほ
か
、
市
の

H
P
を
一
新
す
る
な
ど
、
広
報
広

聴
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

2
点
目
の
「
市
民
主
体
の
ま
ち

づ
く
り
」
で
は
、
町
会
館
等
の
改

修
や
町
会
組
織
が
主
体
的
に
地
域

力
の
向
上
を
め
ざ
す
、
椴
法
華
地

区
の「
地
域
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
」

を
支
援
し
ま
す
。　

　

3
点
目
の
「
時
代
の
変
化
に
即

し
た
行
財
政
運
営
の
確
立
」で
は
、

「
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
」
を
推
進

し
、
聖
域
の
な
い
行
財
政
改
革
を

強
力
に
推
進
し
ま
す
。

　

4
点
目
の「
広
域
行
政
の
推
進
」

で
は
、
定
住
自
立
圏
構
想
に
基
づ

く
「
中
心
市
」
と
し
て
道
南
全
体

の
振
興
発
展
を
め
ざ
し
ま
す
。

む
す
び

む
す
び

　

私
は
、
本
年
を
函
館
の
停
滞
か

ら
発
展
へ
の
転
換
期
と
位
置
付

け
、「
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守

り
、
函
館
の
未
来
を
拓
く
」
市
長

と
し
て
の
責
務
と
使
命
を
強
く
認

識
し
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
を
加

速
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

北
海
道
新
幹
線
開
業
の
年
が
、

函
館
に
と
っ
て
さ
ら
な
る
振
興
発

展
に
向
け
た
「
飛
躍
の
年
」
と
な

る
よ
う
、
市
民
の
皆
様
と
力
を
あ

わ
せ
て
、
全
力
で
市
政
運
営
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

4 平成26年3月［市政はこだて］


